
　８月２１日、吉井町の居蔵の館で夏休み自由研究
お助け企画として「古民家で遊ぼう！」が開催され、
小学生６名が参加されました。
　井戸から水をくんだり、竹で作った昔ながらの水
鉄砲で遊んだりした後、お昼ご飯にはうきは産の材
料で「だご汁」や「かまどご飯」を作りました。
　参加された子どもたちからは「とても楽しかった。
来年も参加したい。」との声がありました。

　８月２日、宮崎県日向市が開催された「第３６回
日向ひょっとこ夏祭り」にて、日向ひょっとこ踊り
うきは愛好会所属の内山翔希さん（７歳）がキッズ
部門で準優勝されました。（参加者：３５名）
　内山さんがひょっとこ踊りを始めたのは吉井百年
公園で踊りを見たことがきっかけで、「自分も踊っ
てみんなをたのしませたい。」と話されていました。
　（写真：右から、髙木市長・内山翔希さん・木村フジコ
さん、内山さんの手には償品のひょっとこ面）

　８月１８日、白壁ホール前お祭り広場で、うき
は市商工会青年部主催の「納涼盆踊り大会」が開
催されました。
　家族連れや浴衣姿で参加される方など、たくさ
んの人で賑わい、かき氷の早食い・ラムネの早飲
み大会等が行われ、大会の最後にはやぐらを囲ん
での吉井音頭や浮羽音頭などで盛り上がりました。

　７月３１日に行われた健康サークルほっこりで、
地元食事ボランティアの皆さんによる手作りのカ
レーライスを参加者と学童の子どもたちが一緒に会
食会をしました。交流の機会が少ない子どもと高齢
者のみなさんが楽しいひとときを過ごしました。

古民家で遊ぼう！歴史体験

※健康サークルほっこりとは、福富地区自治協議会が実施
主体で行っている介護予防事業（住民主体型通所型サー
ビス B）で、毎週水曜日１０時から福富コミュニティセ
ンターで開催されています。足腰や口腔の体操、レクリ
エーションを楽しまれ、夏休みには学童の子どもたちも
参加し、一緒にレクリエーションを楽しまれています。

納涼盆踊り大会

日向ひょっとこ夏祭りで準優勝 福富地区「健康サークルほっこり」で
子どもたちとの会食
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１０月２５日まで投票の受付が行われている「ゆるキャラグランプリ 2019」にうきぴー
も参加しています。８月２８日現在で２２位（エントリー数は４２７）と頑張っています。
上位を目指してうきぴーも頑張りますので、皆さんの応援をよろしくお願いします。 

うきぴー投票ページ 
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マイナンバー申請（無料写真撮影）
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脳の健康教室
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新しいALTの紹介
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結婚新生活、薪ストーブ、ソフトバレーボール大会
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無料職業紹介所、経営相談窓口
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菊池市等との連携事業、外国人相談センター
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くらしの情報
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くらしの情報



　８月１７日、白壁ホールで「子育てと教育を進

める集い」が開催され、久留米大学医学部神経

精神医学講座教授の内村直尚さんに「『寝る子は

育つ、寝る親も育つ』～睡眠教育のススメ～」

という演題で、睡眠時間や就寝時間などの子ど

もの成長に大切なことをご講演いただきました。

　うきは茶振興会（堀江昭一会長）から８

月２１日、市の地産地消・食育の推進のた

めに、昨年度の「うきはん茶」の販売収益

金から１３万３，４４０円（１本１円）の寄

附をいただきました。当会は、昨年度に売

り上げ１００万本を達成され、また、今年８

月に創設１０周年を迎えました。今後は環

境問題に配慮した製品の開発に取り組まれ

ていくことなどを市長と意見交換されました。

　８月１０日、るり色ふるさと館でふるさと大使の

平川新さんに「浮羽出身の新撰組隊士 篠原泰之進

～なぜ庶民が剣士になれたのか～」というテーマで

ご講演いただきました。

　篠原の生い立ち活躍、また浪士組（新撰組にな

る前の組織）や新撰組における身分構成について

話され、今まで習ってきた江戸時代の世界観、制度

が違う見え方ができるのではないかと話されました。

うきは市 子育てと教育を
進める集い

うきは市 子育てと教育を
進める集い

「うきはん茶」の 売 上げを市に寄 附「うきはん茶」の 売 上げを市に寄 附

ふるさと大使 平川新氏 講演会ふるさと大使 平川新氏 講演会
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まちの話題
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有料広告



　８月２１日、吉井町の居蔵の館で夏休み自由研究
お助け企画として「古民家で遊ぼう！」が開催され、
小学生６名が参加されました。
　井戸から水をくんだり、竹で作った昔ながらの水
鉄砲で遊んだりした後、お昼ご飯にはうきは産の材
料で「だご汁」や「かまどご飯」を作りました。
　参加された子どもたちからは「とても楽しかった。
来年も参加したい。」との声がありました。

　８月２日、宮崎県日向市が開催された「第３６回
日向ひょっとこ夏祭り」にて、日向ひょっとこ踊り
うきは愛好会所属の内山翔希さん（７歳）がキッズ
部門で準優勝されました。（参加者：３５名）
　内山さんがひょっとこ踊りを始めたのは吉井百年
公園で踊りを見たことがきっかけで、「自分も踊っ
てみんなをたのしませたい。」と話されていました。
　（写真：右から、髙木市長・内山翔希さん・木村フジコ
さん、内山さんの手には償品のひょっとこ面）

　８月１８日、白壁ホール前お祭り広場で、うき
は市商工会青年部主催の「納涼盆踊り大会」が開
催されました。
　家族連れや浴衣姿で参加される方など、たくさ
んの人で賑わい、かき氷の早食い・ラムネの早飲
み大会等が行われ、大会の最後にはやぐらを囲ん
での吉井音頭や浮羽音頭などで盛り上がりました。

　７月３１日に行われた健康サークルほっこりで、
地元食事ボランティアの皆さんによる手作りのカ
レーライスを参加者と学童の子どもたちが一緒に会
食会をしました。交流の機会が少ない子どもと高齢
者のみなさんが楽しいひとときを過ごしました。

古民家で遊ぼう！歴史体験

※健康サークルほっこりとは、福富地区自治協議会が実施
主体で行っている介護予防事業（住民主体型通所型サー
ビス B）で、毎週水曜日１０時から福富コミュニティセ
ンターで開催されています。足腰や口腔の体操、レクリ
エーションを楽しまれ、夏休みには学童の子どもたちも
参加し、一緒にレクリエーションを楽しまれています。

納涼盆踊り大会

日向ひょっとこ夏祭りで準優勝 福富地区「健康サークルほっこり」で
子どもたちとの会食
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